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要 旨 

 

近年のグローバル化の影響から日本人が異文化と接触する場面が増えている。しかしながら、

中学校の英語教育はそれに対応しているとは言い難い。中学校の学習指導要領のキーワードは

戦後からほとんど「言語活動」「コミュニケーション能力」「実践的コミュニケーション能力」といった実

用に重点を置いたものである。また、異文化理解教育（国際理解教育）の文言は、外国語科目の

目標で出入りを繰り返し、ついには総合的な学習の時間にまわされることとなった。その考え方は

当然、教科書の中にも現れていて、異文化の取り扱いよりもコミュニケーション能力を育成する内

容が増えている。また、その異文化理解として取り扱われているものも大半が「英語圏理解」なって

いるのである。英語教育は外国語教育の導入の役割も果たしている。そのため、ただ単に英語圏

理解に終始してはいけない。「1969 年版の学習指導要領で異文化理解の対象が「英語を母語と

する人々」から「広く世界の人々」と変わったため、確かに取り扱われる国はほぼ全大陸に分布して

いる」（江利川,1992）が、英語圏以外の文化は名所を紹介する観光案内的なものである。まれにそ

の国の精神や伝統にかかわるものも扱われているが、それも文化の核に迫っているものは少ない。

「文化の表層をなでるだけでは、物珍しさだけに終始し、理解されるどころか蔑視さえ助長しかねな

い。しかし、その蔑視を取り払うことが教科書の使命」（森住,1992）である。 

第Ⅰ章では、第１節でことばと文化のかかわり、語彙と文化の相互関係について、表現と文化に

ついて論じた。また、第２節では文化の多様化を題材の登場人物、取り扱われる国の観点から論じ

た。そして、第３節では題材における異文化理解の濃淡を論じた。本稿では、これらの論述、ことば

と文化の相互作用、また、英語話者の増加や分布の拡大から、題材も取り扱いを広げるべきであ

るとした。そして、異文化理解の取り扱いも昨今は情報化社会であるので、簡単な文化の紹介は

容易に目にする。そのため表層的なものよりも、文化の核に迫るものが必要であると主張した。 

第Ⅱ章では、英語教科書における異文化理解の対象と数量を導き出すために、現行教科書で

ある 2005 年度版文科省検定済み教科書を取り上げ、第１節では登場人物を量的な分析し各教科

書にどの程度の割合で外国人が登場しているかを検証した。また、第２節では取り扱われている国

を計量分析し諸外国がどの程度の割合で取り扱われているかを計量した。その結果、教科書ごと

に微妙な差はあるにせよ、全体を総合すると、登場人物も 70％以上が英語圏の取り扱いであり、

英語圏理解の傾向を導き出した。また、英語圏以外の取り扱いを豊富にすべきだと論じた。 

第Ⅲ章では、英語教科書における異文化理解の濃淡を分類し分析するために、(森住,1995)を

参考に表層、物理的なもの、精神や伝統に関するもの、価値観に関与するもの、人権に関与する

ものに分類した。その結果、比較的内容の薄い表層、物理的なもの、精神や伝統に関するものが、

内容の濃い価値観、人権に関与するものより 10％以上上回っていることが明らかになった。そのた

め、教科書では文化の核に迫るような題材を増やすべきであると論じた。 

 そして、結論としてこういった英語圏理解の傾向をさけ、表層的な文化の扱いをより濃いものにす

るために、教員がこの制限された題材を広げ、濃いものにすることが必要であると提言した。また、

この論文の応用性として他の教科書分析にも使用が可能であることをしめした。さらに、今後の研

究の課題として他の時代の教科書の分析、生徒へのアンケート調査、国内異文化、分析を深める、

の４点をあげた。 
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